
2か月 小児用肺炎球菌①　B型肝炎①　ロタ①　五種混合①

（誕生日当日可） （同時接種可能）

上記接種4週間以降

小児用肺炎球菌②　五種混合②　B型肝炎②　ロタ②

（同時接種可能）

※百日咳が流行するので、３か月になったらすぐ四種混合を受けましょう。

小児用肺炎球菌③　五種混合③　ロタ③　（同時接種可能）

※ロタウイルスワクチンは、２回接種と３回接種がある。

BCG

※BCGはできるだけ生後5か月～8か月位までに受けましょう。ただし、百日咳予防のため、
BCGの前に五種混合３回目を接種することがおすすめ。

B型肝炎①から20週間以降

B型肝炎③

MR１期　水痘①　おたふく①（同時接種可能）

※MR、水痘接種後、下記のワクチンとの接種間隔の制限なし。

小児用肺炎球菌④　五種混合④　（同時接種可能）

※小児用肺炎球菌ワクチンを0歳代で1回も接種していない場合には、急いで接種しましょう。
（小児用肺炎球菌ワクチンは1回目から60日以上の間隔をあけて2回目。）

水痘①から6か月以降

水痘②

日本脳炎１期①

１回目接種から6日～２８日までの間隔をあけて　日本脳炎１期②

4歳～5歳未満 ２回目接種から６か月以降（通常１年以降）　日本脳炎１期③

MR２期　　おたふく②

（ＭＲ２期は就学前１年間）

９歳～１０歳 日本脳炎２期

11歳～13歳になる前
日

二種混合

◎７歳６か月の前日までが対象  五種混合④、日本脳炎１期

子宮頸がん（ＨＰＶ）　①～②（15歳以上③）
１３歳～１６歳
（女子のみ）

1歳6か月

◎２歳の誕生日の前日までが対象   MR

◎３歳の誕生日の前日までが対象   水痘②

３歳～4歳未満

◎５歳の誕生日の前日までが対象  小児肺炎球菌④

５歳～７歳未満

1歳

【乳幼児期の予防接種スケジュール】（あくまでも目安です）

3か月

4か月

5か月

７～8か月

☆スタートが3か月以降になってしまった場合

→小児用肺炎球菌、五種混合、B型肝炎、ロタを同時接種していく。

※ロタは、生後１５週以降の初回接種はお勧めしません。また、２回接種の場合は24週、

３回接種の場合は３２週を過ぎると、接種が受けられなくなります。

→B型肝炎③は、1回目接種から20週後以降に接種する。

◎１歳の誕生日の前日までが対象　B型肝炎③　BCG

予診票は、10か月健診

で配布します。

3回目終了からの間隔

・肺炎球菌④…60日以上

かつ1歳以降

・五混④…6か月以上

18か月前未満

予診票は時期になりましたら

ご案内します。

・日本脳炎 １期・２期

・ＭＲ2期

・二種混合

・子宮頸がん（ＨＰＶ）


